
�
げ
落
ち
た
「
日
の
丸
製
造
業
」
の
�

政
府
サ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ミ
ア
ム
�
�

��

シ
テ
ィ
グ
ル
ー
プ
証
券
�

グ
ロ
ー
バ
ル
・
マ
ー
ケ
ッ
ツ
本
部
 
�

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
�

　
　
　
高
橋
　
克
英
�

破
綻
間
際
に
訂
正
さ
れ
た

決
算
短
信

会
社
更
生
法
申
請
に
先
立
つ
２
月

１４
日
、
エ
ル
ピ
ー
ダ
は
決
算
短
信
の

訂
正
お
よ
び
決
算
短
信
・
四
半
期
報

告
書
に
「
継
続
企
業
の
前
提
に
関
す

る
事
項
の
注
記
」
を
行
う
こ
と
を
取

締
役
会
で
決
議
し
た
（
図
表
）。

エ
ル
ピ
ー
ダ
は
、
決
算
短
信
等
を

公
表
し
た
２
月
２
日
時
点
に
お
い

て
、
銀
行
団
と
今
後
の
支
援
策
に
つ

い
て
基
本
的
な
条
件
を
確
認
し
て
お

り
、
産
活
法
に
基
づ
く
事
業
再
構
築

計
画
が
終
了
す
る
３
月
３１
日
ま
で
に

リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
等
の
支
援
策
に
つ

い
て
「
最
終
的
に
合
意
で
き
る
見
通

し
」
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
取
引
銀

行
な
ど
関
係
者
と
の
協
議
の
進
�
状

況
を
勘
案
し
、
重
要
な
不
確
実
性
は

な
い
も
の
と
判
断
し
て
、
継
続
企
業

の
前
提
に
関
す
る
事
項
の
注
記
を
記

載
し
て
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
四
半
期
報
告
書
提
出

期
限
日
ま
で
に
関
係
者
と
の
協
議
が

当
初
想
定
し
た
ほ
ど
に
は
進
展
し
て

い
な
い
こ
と
を
理
由
に
、「
当
該
注

記
の
趣
旨
を
よ
り
保
守
的
に
考
え
る

べ
き
と
判
断
」
し
て
記
載
内
容
を
変

更
し
た
と
し
て
い
る
。
２
月
２
日
の

決
算
発
表
の
席
上
、
エ
ル
ピ
ー
ダ
の

坂
本
幸
雄
社
長
は
「
１０
〜
１２
月
期
の

決
算
で
は
３
月
末
ま
で
資
金
繰
り
の

問
題
は
な
い
」
と
発
言
し
て
い
た

が
、
資
金
繰
り
や
償
還
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
銀
行
団
と
の
関
係
を
ふ
ま
え
れ

ば
、
根
拠
に
乏
し
い
軽
率
な
発
言
だ

っ
た
と
い
え
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
後
述
す
る
よ
う

な
「
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
困
難
」
と

２
月
２７
日
、
日
本
唯
一
の
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
エ
ル
ピ
ー
ダ
メ
モ
リ
が
会
社
更
生
法
適
用
の
申
請
を
行
っ
た
。

製
造
業
の
破
綻
と
し
て
は
過
去
最
大
規
模
で
あ
る
。
エ
ル
ピ
ー
ダ
は
１
９
９
９
年
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
日
立
の
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
部
門

が
統
合
し
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
三
菱
電
機
の
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
部
門
が
加
わ
っ
た
。
０９
年
６
月
に
は
改
正
産
業
活
力
再
生

特
別
措
置
法
（
産
活
法
）
の
第
１
号
認
定
を
受
け
、
公
的
資
金
３
０
０
億
円
の
注
入
が
決
ま
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
３
年

足
ら
ず
で
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
エ
ル
ピ
ー
ダ
の
破
綻
は
、
円
高
や
海
外
勢
と
の
競
争
激
化
に
加

え
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
不
在
、
取
引
銀
行
と
の
対
話
不
足
が
破
綻
の
大
き
な
要
因
と
み
て
い
る
。
エ
ル
ピ
ー
ダ
の
抱
え
る

構
造
的
問
題
は
、
主
要
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
会
社
な
ど
他
の
事
業
会
社
に
も
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
。
わ
が
国
の
産
業

構
造
が
、
製
造
業
か
ら
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
転
換
期
に
あ
る
な
か
、
モ
ノ
づ
く
り
に
偏
重
す
る
こ
と
な
く
、
取
引
銀
行
と

の
良
好
な
関
係
を
保
つ
こ
と
の
重
要
性
を
再
検
証
し
た
い
。
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の
与
信
方
針
を
も
っ
て
い
た
銀
行
団

が
、
わ
ず
か
２
週
間
弱
の
間
に
急
に

融
資
ス
タ
ン
ス
を
変
え
た
と
は
考
え

に
く
い
。
む
し
ろ
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

は
「
合
意
で
き
る
見
通
し
」
と
公
表

す
る
こ
と
で
、
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に

応
じ
よ
う
と
し
な
い
銀
行
団
の
外
堀

を
埋
め
る
行
動
だ
っ
た
と
も
と
れ

る
。
し
か
し
、
か
え
っ
て
銀
行
団
の

不
信
感
と
反
発
を
生
み
、
訂
正
と
注

記
の
追
加
に
至
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。

２
月
２
日
時
点
で
「
合
意
で
き
る

見
通
し
」
と
し
て
い
た
決
算
短
信

は
、
あ
く
ま
で
エ
ル
ピ
ー
ダ
側
の
意

見
表
明
に
す
ぎ
な
い
と
も
い
え
る

〔図表〕 エルピーダメモリ：平成２４年３月期第３四半期決算短信（連結）の一部訂正について

（決算短信５ページ）
【訂正前】
３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
当社は、平成２１年６月３０日に経済産業省の認定を受けた産業活力の再生及び産業活動の革新に関
する特別措置法に基づく事業再構築計画（以下、本計画）に沿って事業活動を遂行しており、本計
画の実施期間は平成２４年３月３１日に終了することが予定されています。本計画の終了に伴い、㈱日
本政策投資銀行に対して発行した優先株式に対する金銭を対価とする取得請求権は、平成２４年４月
２日以降、同行による行使が可能になります。また、本計画に基づく主要取引銀行を中心とする金
融機関からの借入及び㈱日本政策投資銀行からの借入も平成２４年４月２日付でその返済期限が到来
します。上記の他、今後１年間に有利子負債の返済も予定されており、継続企業の前提に重要な疑
義を生じさせるような状況が存在しております。
当該状況を解消すべく、当社は、経済産業省、㈱日本政策投資銀行及び主要取引銀行等の関係者

と今後の支援策につき基本的な条件を確認しており、本計画終了までには最終的に合意できる見通
しです。また、これに加えて、取引先からの出資、顧客からの出資あるいは前受金の受け入れ等種
々の効果的かつ実行可能な施策について、一部を実行あるいは関係者からの合意を得ており、今後
一層の財務体質の改善に努めてまいります。

【訂正後】
３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
当社は、平成２１年６月３０日に経済産業省の認定を受けた産業活力の再生及び産業活動の革新に関

する特別措置法に基づく事業再構築計画（以下、本計画）に沿って事業活動を遂行しており、本計
画の実施期間は平成２４年３月３１日に終了することが予定されています。本計画の終了に伴い、㈱日
本政策投資銀行に対して発行した優先株式に対する金銭を対価とする取得請求権は、平成２４年４月
２日以降、同行による行使が可能になります。また、本計画に基づく主要取引銀行を中心とする金
融機関からの借入も平成２４年４月２日付でその返済期限が到来します。上記の他、今後１年間に有
利子負債の返済も予定されており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在し
ております。

（決算短信１４ページ）
【訂正前】
４．四半期連結財務諸表
（４）継続企業の前提に関する注記
該当事項はありません。

【訂正後】
４．四半期連結財務諸表
（４）継続企業の前提に関する注記
当社は、平成２１年６月３０日に経済産業省の認定を受けた産業活力の再生及び産業活動の革新に関
する特別措置法に基づく事業再構築計画（以下、本計画）に沿って事業活動を遂行しており、本計
画の実施期間は平成２４年３月３１日に終了することが予定されています。本計画の終了に伴い、㈱日
本政策投資銀行に対して発行した優先株式に対する金銭を対価とする取得請求権は、平成２４年４月
２日以降、同行による行使が可能になります。また、本計画に基づく主要取引銀行を中心とする金
融機関からの借入も平成２４年４月２日付でその返済期限が到来します。上記の他、今後１年間に有
利子負債の返済も予定されており、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在し
ております。
当該状況を解消すべく、当社は、取引先からの出資、顧客からの出資あるいは前受金の受け入れ

等種々の効果的かつ実行可能な施策について、一部を実行あるいは関係者からの合意を得ることで
財務体質の改善に努めております。また、当社は、経済産業省、㈱日本政策投資銀行及び主要取引
銀行等の関係者と今後の対応策について詳細を協議しているところですが、現時点では最終的な合
意には至っておらず、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。
なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な
不確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。

（出所）１２年２月１４日付エルピーダメモリのプレスリリースから一部抜粋。
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が
、
投
資
家
や
市
場
関
係
者
な
ど
に

投
資
行
動
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
と

も
い
え
る
。
そ
も
そ
も
投
資
家
や
市

場
に
不
利
益
の
情
報
を
周
知
さ
せ
る

た
め
の
注
記
事
項
に
「
合
意
で
き
る

見
通
し
」
と
書
く
こ
と
自
体
、
混
乱

を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
実

現
は
し
な
か
っ
た
が
、
会
社
更
生
法

申
請
前
の
２
月
２３
日
に
発
表
さ
れ
た

臨
時
株
主
総
会
に
よ
る
減
資
枠
の
設

定
や
資
本
増
強
に
備
え
た
定
款
変
更

の
議
案
も
、
投
資
家
や
市
場
の
判
断

を
大
き
く
惑
わ
せ
る
結
果
に
な
っ
た

と
い
え
る
。

根
拠
な
き
楽
観
論
の
罪

エ
ル
ピ
ー
ダ
の
倒
産
は
、
新
技
術

や
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
以
上
に
、
資

金
繰
り
の
安
定
に
不
可
欠
な
「
銀
行

と
の
関
係
維
持
」
と
い
う
経
営
の
基

本
を
軽
視
し
た
結
果
だ
と
み
て
い

る
。
公
表
さ
れ
た
償
還
予
定
額
や
資

金
繰
り
の
動
き
を
み
れ
ば
エ
ル
ピ
ー

ダ
の
苦
境
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
最
終
的
に
は

な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
根

拠
な
き
楽
観
論
に
傾
斜
し
た
メ
デ
ィ

ア
、
市
場
参
加
者
に
よ
る
人
災
の
側

面
は
見
過
ご
せ
な
い
。

「
エ
ル
ピ
ー
ダ
正
念
場
」「
日
の
丸

半
導
体
正
念
場
」
と
的
確
に
状
況
を

伝
え
る
報
道
や
レ
ポ
ー
ト
が
あ
る
一

方
、「
マ
イ
ク
ロ
ン
出
資
へ
交
渉
」

「
エ
ル
ピ
ー
ダ
経
営
統
合
、
米
・
台

２
社
と
交
渉
大
詰
め
」
と
い
っ
た
観

測
報
道
や
本
質
的
改
善
策
に
な
ら
な

い
内
容
の
報
道
な
ど
が
あ
っ
た
。
ま

た
、「
当
面
様
子
見
と
し
た
い
」「
政

府
サ
ポ
ー
ト
に
期
待
し
た
い
」「
銀

行
の
支
援
が
引
き
続
き
あ
る
だ
ろ

う
」「
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
産
業
が
日
本
か
ら

な
く
な
っ
た
ら
大
変
」
と
い
っ
た
ア

ナ
リ
ス
ト
や
業
界
関
係
者
の
根
拠
な

き
期
待
感
の
表
明
も
、
結
果
的
に
投

資
家
や
市
場
だ
け
で
は
な
く
、
エ
ル

ピ
ー
ダ
側
に
も
誤
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
る
。
後

追
い
に
終
始
し
た
格
付
会
社
の
対
応

も
同
様
で
あ
る
。

銀
行
の
与
信
判
断
は
当
然

エ
ル
ピ
ー
ダ
の
経
営
破
綻
は
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
銀
行
の
取
引
姿

勢
が
決
め
手
で
あ
っ
た
。
銀
行
の
立

場
に
た
っ
て
冷
静
に
考
え
れ
ば
、
今

回
の
エ
ル
ピ
ー
ダ
の
場
合
、
行
内
の

与
信
判
断
と
し
て
は
明
確
な
方
針
が

示
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

経
済
産
業
省
主
導
に
よ
り
行
わ
れ

た
０９
年
の
支
援
状
況
を
ふ
ま
え
れ

ば
、
当
初
か
ら
正
常
先
債
権
と
は
し

て
い
な
い
と
み
ら
れ
、
約
定
弁
済
や

定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て

注
視
し
て
き
た
と
い
え
る
。
ま
た
、

一
部
主
要
行
は
、
最
終
的
に
は
独
自

の
判
断
で
破
綻
懸
念
先
と
し
て
引
当

金
を
上
積
み
し
て
い
た
と
み
ら
れ

る
。
実
際
そ
の
と
お
り
に
な
っ
た
わ

け
で
、
そ
の
保
守
的
な
査
定
も
銀
行

と
し
て
は
し
ご
く
当
然
な
判
断
と
い

え
よ
う
。

特
殊
ケ
ー
ス
の
側
面
は
あ
る
が
、

多
く
の
銀
行
が
い
ま
だ
正
常
先
と
し

て
い
る
東
京
電
力
に
対
す
る
リ
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
や
新
規
融
資
で
さ
え
あ
れ

だ
け
慎
重
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
正
常

先
で
は
な
い
貸
出
先
に
簡
単
に
リ
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
で
き
る
と
い
え
る
の
だ

ろ
う
か
。
エ
ル
ピ
ー
ダ
の
ケ
ー
ス
に

お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
銀
行
側
が
リ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
応
じ
る
の
は
非
常

に
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。

ま
た
、
日
経
産
業
新
聞
や
日
本
経

済
新
聞
の
報
道
に
あ
る
よ
う
に
、
昨

年
１２
月
初
旬
の
段
階
で
、
既
存
ロ
ー

ン
契
約
に
係
る
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
、
前
提
条
件
や
融
資
の
内
容

を
ペ
ー
パ
ー
で
提
示
し
、
考
え
方
を

主
要
４
行
連
名
（
住
友
信
託
銀
行
、

み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
、
三
井

住
友
銀
行
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
）
で
提
示
し
た
こ
と
は
異
例
中
の

異
例
の
行
動
と
い
え
る
。
銀
行
と
し

て
も
規
制
上
の
債
務
者
区
分
の
縛
り

が
あ
る
な
か
で
、
で
き
る
範
囲
で
、

リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
実
現
や
エ
ル
ピ
ー

ダ
存
続
の
た
め
に
最
大
限
尽
力
し
た

と
も
い
え
よ
う
。

な
お
、
主
要
４
行
の
１１
年
末
時
点

で
の
融
資
残
高
は
そ
れ
ぞ
れ
約
１
７

０
億
円
と
み
ら
れ
る
。
一
方
、
日
本

政
策
投
資
銀
行
の
投
融
資
残
高
は
約

４
６
１
億
円
と
み
ら
れ
る
。

公
的
資
金
を
毀
損
さ
せ
た

経
産
省
の
責
任

経
産
省
の
責
任
に
関
し
て
す
で
に

多
く
の
批
判
的
報
道
が
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
そ
の
責
任
は
重
い
。
そ
の

存
在
意
義
ま
で
問
わ
れ
て
い
る
と
い

え
る
。
結
果
と
し
て
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
矢
面
に
立
つ
こ
と
を
避
け
る

ど
こ
ろ
か
、
は
し
ご
を
外
す
よ
う
な

行
動
は
、
今
後
、
同
様
の
ケ
ー
ス
で

民
間
銀
行
や
民
間
企
業
の
協
力
を
著

し
く
困
難
な
も
の
に
す
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

少
な
く
と
も
、
今
回
の
エ
ル
ピ
ー

ダ
倒
産
お
よ
び
公
的
資
金
毀
損
と
い
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う
結
果
に
対
し
て
の
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
は
、
国
民
や
市
場
に
対
す

る
最
低
限
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
で
あ
る
。

今
回
の
倒
産
は
エ
ル
ピ
ー
ダ
固
有
の

問
題
な
の
か
否
か
、
ど
う
す
れ
ば
事

態
が
打
開
で
き
た
の
か
。
構
造
的
問

題
で
あ
る
な
ら
ば
、
引
き
続
き
半
導

体
を
は
じ
め
と
し
た
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
業
界
な
ど
の
製
造
業
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
わ
が
国
の
産
業
政
策
は
正
し

い
の
か
否
か
。
製
造
業
で
は
な
く
、

サ
ー
ビ
ス
業
や
ソ
フ
ト
産
業
の
育
成

に
軸
足
を
お
く
べ
き
時
期
に
き
て
い

る
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
経
産
省
や

政
府
の
考
え
、
方
針
を
ぜ
ひ
聞
き
た

い
と
思
う
。
失
敗
を
検
証
し
、
対
策

を
示
す
こ
と
が
今
後
の
わ
が
国
経
済

や
産
業
全
体
の
発
展
に
も
つ
な
が
る

は
ず
だ
。
い
ま
な
ら
ま
だ
間
に
合

う
。
経
産
省
が
も
つ
そ
の
膨
大
な
ノ

ウ
ハ
ウ
と
優
秀
な
人
材
を
日
本
の
近

未
来
に
生
か
す
べ
き
で
あ
る
。
今
回

の
失
態
を
将
来
へ
の
糧
と
す
る
ぐ
ら

い
の
度
量
と
気
概
が
な
い
と
、
エ
ル

ピ
ー
ダ
支
援
に
お
い
て
、
本
当
に
ム

ダ
な
資
金
と
時
間
を
使
っ
た
こ
と
に

な
る
。

な
お
、
２
月
８
日
付
の
日
本
経
済

新
聞
に
よ
れ
ば
、
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
の
統
合
計
画
や
産
業
革

新
機
構
に
よ
る
支
援
の
可
能
性
が
報

道
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
よ
う
な
構
造

的
問
題
に
対
す
る
検
証
を
怠
っ
た
ま

ま
、
存
続
あ
り
き
で
か
り
に
報
道
の

よ
う
な
計
画
が
実
行
さ
れ
れ
ば
、
エ

ル
ピ
ー
ダ
の
二
の
舞
に
な
る
可
能
性

も
あ
り
、
慎
重
に
対
応
す
べ
き
と
考

え
る
。

エ
ル
ピ
ー
ダ
の
行
動
が

銀
行
と
の
関
係
を
断
ち
切
る

日
本
経
済
新
聞
等
の
報
道
に
あ
る

よ
う
に
、
会
社
更
生
法
申
請
の
直
前

に
主
要
行
に
あ
っ
た
預
金
２
５
０
億

円
を
取
引
の
な
か
っ
た
り
そ
な
銀
行

に
移
し
た
と
い
う
。
エ
ル
ピ
ー
ダ
の

行
動
に
違
法
性
は
な
い
が
、
銀
行
側

の
価
値
観
か
ら
す
れ
ば
、
信
義
則
に

反
し
た
今
回
の
行
動
へ
の
反
発
は
想

像
に
か
た
く
な
く
、
関
係
は
致
命
的

に
悪
化
し
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
動
き
を
牽
制
す

べ
く
、
今
後
は
銀
行
側
が
契
約
に
基

づ
き
、
エ
ル
ピ
ー
ダ
の
よ
う
な
不
振

企
業
に
対
し
て
、
合
法
的
に
事
前
に

預
金
払
戻
し
を
停
止
す
る
行
動
に
出

る
機
会
が
増
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

よ
う
。
と
く
に
、
不
振
の
中
小
企
業

や
オ
ー
ナ
ー
企
業
で
、
同
様
の
ケ
ー

ス
が
発
生
す
る
可
能
性
や
、
逆
に

「
エ
ル
ピ
ー
ダ
に
は
（
預
金
を
）
引

き
出
せ
て
、
な
ぜ
わ
れ
わ
れ
は
ダ
メ

な
の
か
」
と
い
っ
た
銀
行
側
の
対
応

の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
指
弾
す

る
声
が
あ
が
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
。

困
難
極
め
る
再
建
計
画
、

清
算
も
視
野

エ
ル
ピ
ー
ダ
の
破
綻
後
の
ス
キ
ー

ム
と
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
方
式
で
の
再

生
が
有
力
か
つ
有
用
だ
と
み
て
い

た
。
た
と
え
ば
、
会
社
更
生
法
の
申

請
と
同
時
期
に
、
企
業
再
生
支
援
機

構
が
支
援
表
明
を
行
い
、
債
権
債
務

の
整
理
を
進
め
、
新
た
な
ス
ポ
ン
サ

ー
の
出
資
や
提
携
を
受
け
な
が
ら
、

銀
行
団
も
つ
な
ぎ
融
資
や
最
終
的
に

は
新
規
融
資
に
も
応
じ
る
、
と
い
う

流
れ
で
あ
る
。

し
か
し
、
エ
ル
ピ
ー
ダ
の
場
合
、

Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
の
会
社
更
生
法
を
選
択
す

る
と
と
も
に
、
具
体
的
再
生
計
画
も

こ
れ
か
ら
と
し
て
い
る
。
再
建
が
う

ま
く
い
く
に
は
、
資
金
繰
り
補
完
な

ど
の
面
か
ら
も
銀
行
支
援
と
ス
ポ
ン

サ
ー
の
存
在
が
引
き
続
き
カ
ギ
と
な

る
。
だ
が
、
前
述
し
た
預
金
引
出
し

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
銀
行
と
の

信
頼
関
係
が
崩
れ
て
い
る
な
か
で
、

あ
ら
た
め
て
銀
行
協
力
を
得
る
の
は

至
難
の
業
だ
と
い
え
る
。
ち
な
み

に
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
ケ
ー
ス
で
も
、
銀
行

団
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
一
枚
岩
で

は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
会
社
更

生
法
適
用
と
同
時
に
企
業
再
生
支
援

機
構
と
銀
行
団
の
支
援
表
明
が
な
さ

れ
て
い
る
。

エ
ル
ピ
ー
ダ
の
坂
本
社
長
の
続
投

も
銀
行
支
援
の
大
き
な
足
か
せ
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
Ｄ
Ｉ
Ｐ
型
と
は

会
社
更
生
法
に
お
い
て
も
従
来
の
経

営
陣
が
引
き
続
き
経
営
を
担
っ
て
企

業
価
値
の
毀
損
を
回
避
す
る
方
法
で

あ
る
。
エ
ル
ピ
ー
ダ
側
は
、
Ｄ
Ｒ
Ａ

Ｍ
業
界
の
高
度
な
専
門
性
に
よ
り

「
坂
本
社
長
の
続
投
が
適
任
」
と
し

て
い
る
。
専
門
性
よ
り
も
財
務
に
た

け
て
銀
行
と
会
話
で
き
る
経
営
者
こ

そ
、
む
し
ろ
適
任
と
は
い
え
な
い
だ

ろ
う
か
。

ス
ポ
ン
サ
ー
に
関
し
て
も
、
状
況

に
大
き
な
変
化
は
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
有
力
な
ス
ポ
ン
サ
ー
候

補
と
さ
れ
る
マ
イ
ク
ロ
ン
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
（
マ
イ
ク
ロ
ン
）
は
候
補
で

あ
る
前
に
、
エ
ル
ピ
ー
ダ
に
と
っ
て

競
合
相
手
で
も
あ
り
、
Ｂ
Ｂ
マ
イ
ナ

ス
（
Ｓ
＆
Ｐ
）
と
い
う
格
付
が
示
す

よ
う
に
、
マ
イ
ク
ロ
ン
自
身
も
け
っ
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し
て
盤
石
な
財
務
、
経
営
状
況
で
あ

る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
経
済

合
理
性
に
基
づ
き
、
破
綻
前
よ
り
破

綻
後
、
破
綻
後
よ
り
も
清
算
時
に
よ

り
安
く
資
産
な
り
技
術
を
手
に
入
れ

よ
う
と
行
動
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。ま

た
、
エ
ル
ピ
ー
ダ
は
、
い
ま
ま

で
「
日
の
丸
半
導
体
」
だ
か
ら
こ
そ

公
的
資
金
等
で
支
援
さ
れ
て
き
た
の

に
、
米
国
企
業
で
あ
る
マ
イ
ク
ロ
ン

が
ス
ポ
ン
サ
ー
で
い
い
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
し
て
や
、
そ
こ
に
邦
銀
融
資

や
日
本
の
政
府
サ
ポ
ー
ト
を
期
待
す

る
の
は
む
ず
か
し
い
。
東
芝
な
ど
日

本
勢
を
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
に
期
待
す

る
声
も
あ
る
。
し
か
し
、
エ
ル
ピ
ー

ダ
の
設
立
母
体
だ
っ
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
や
日

立
同
様
、
東
芝
も
１０
年
前
に
Ｄ
Ｒ
Ａ

Ｍ
事
業
売
却
と
い
う
決
断
を
下
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
英
断
を

覆
し
、
現
在
の
環
境
下
で
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ

事
業
に
本
格
的
に
再
投
資
す
る
こ
と

は
論
理
的
に
も
考
え
に
く
い
と
い
え

る
。こ

の
よ
う
に
、
事
業
環
境
の
厳
し

さ
に
加
え
、
銀
行
支
援
や
ス
ポ
ン
サ

ー
選
定
の
困
難
さ
も
変
わ
ら
な
い
状

況
下
、
実
効
性
の
あ
る
再
建
計
画
を

見
出
す
の
は
困
難
を
極
め
る
と
い

え
、
最
終
的
に
は
、
万
策
尽
き
て
事

実
上
清
算
と
い
う
結
末
も
視
野
に
入

れ
て
お
く
必
要
も
あ
ろ
う
。
そ
の
場

合
、
社
債
な
ど
無
担
保
債
権
は
む
ろ

ん
、
担
保
付
債
権
の
回
収
率
に
も
下

方
圧
力
が
か
か
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

製
造
業
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
評
価
に
も
影
響

エ
ル
ピ
ー
ダ
の
倒
産
は
、
不
振
の

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
セ
ク
タ
ー
は

じ
め
、
わ
が
国
製
造
業
全
体
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
悪
化
要
因
に
も
な
っ
て
い

る
。
自
己
資
本
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
、
銀
行
支
援
ス
タ
ン
ス
が
違
う
た

め
、
す
ぐ
に
デ
フ
ォ
ル
ト
の
よ
う
な

話
に
は
つ
な
が
ら
な
い
も
の
の
、
同

じ
構
造
的
な
問
題
を
内
包
し
て
い
る

と
い
え
る
。
ま
た
、「（
モ
ノ
づ
く
り

の
中
核
だ
か
ら
、
日
本
経
済
に
大
事

だ
か
ら
）
最
後
は
政
府
や
銀
行
が
助

け
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
暗
黙
の
政
府

サ
ポ
ー
ト
・
プ
レ
ミ
ア
ム
を
�
が
し

て
事
業
会
社
を
評
価
し
な
お
す
動
き

が
強
ま
ろ
う
。

モ
ノ
づ
く
り
の

呪
縛
か
ら
脱
し
よ
う

戦
後
最
大
の
製
造
業
破
綻
を
迎
え

た
い
ま
、
本
当
に
モ
ノ
づ
く
り
や
製

造
業
が
、
こ
の
先
も
日
本
の
中
核
ビ

ジ
ネ
ス
で
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
モ

ノ
づ
く
り
や
技
術
に
注
力
し
て
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
資
金
繰
り
、
資
金

力
が
な
お
ざ
り
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
。「
技
術
力
で
は
ま
だ
勝
っ
て
い

る
」
と
の
声
は
負
け
惜
し
み
に
聞
こ

え
る
。
円
高
や
景
気
を
言
い
訳
に
し

て
、
補
助
金
に
代
表
さ
れ
る
政
府
サ

ポ
ー
ト
や
制
度
変
革
ば
か
り
を
要
求

し
た
り
、
期
待
す
る
の
は
や
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
世
界
最
高
水
準
の

技
術
で
製
品
を
つ
く
っ
て
も
、
そ
れ

を
買
う
ユ
ー
ザ
ー
が
い
な
け
れ
ば
事

業
は
成
り
立
た
な
い
。
あ
え
て
コ
ア

ビ
ジ
ネ
ス
や
経
営
計
画
を
決
め
な
い

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
で
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、

顧
客
・
市
場
ニ
ー
ズ
に
迅
速
に
応
え

る
だ
け
で
は
な
く
、
銀
行
と
の
取
引

関
係
や
投
資
家
対
応
を
重
要
視
す
る

こ
と
が
、
事
業
会
社
に
求
め
ら
れ
て

い
る
と
い
え
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
の
製
造
業

は
日
本
の
農
業
と
同
じ
道
を
た
ど
る

可
能
性
さ
え
あ
ろ
う
。
日
本
の
製
造

業
の
農
業
化
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

ま
ず
、
日
本
の
製
造
業
が
市
況
的
で

は
な
く
本
源
的
な
構
造
問
題
を
抱
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
モ
ノ
づ
く

り
や
製
造
業
を
守
り
、
産
業
の
中
核

に
お
い
て
お
く
必
然
性
は
何
だ
ろ
う

か
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
再
考
す
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
か
。
す
で
に
、
日
本
の

総
就
業
者
の
８
割
が
サ
ー
ビ
ス
業
従

事
者
で
あ
る
。
医
療
、
介
護
、
福

祉
、
教
育
、
観
光
、
金
融
、
外
食
、

エ
ン
タ
メ
な
ど
ソ
フ
ト
・
サ
ー
ビ
ス

業
に
軸
足
を
移
し
、
日
本
の
近
未
来

を
託
す
と
き
が
到
来
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
本
稿
は
す
べ
て
個
人
的
な
見
解
で
あ

り
、
筆
者
の
勤
務
す
る
シ
テ
ィ
グ
ル
ー

プ
証
券
と
は
関
係
が
な
い
。）

た
か
は
し

か
つ
ひ
で

９３
年
三
菱
銀
行
（
現
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
）
に
入
行
、
日
興
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
を
経
て
、
９９
年
以
降
、
現

職
。
９３
年
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部

卒
、
００
年
青
山
学
院
大
学
大
学
院
経

済
学
修
士
取
得
。
お
も
な
著
書
に

『
地
銀
７
つ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
』

（
中
央
経
済
社
）
な
ど
。
日
本
金
融

学
会
員
。
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